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１）はじめに 

強震動予測を精度良く行うには，高周波数領域の地震動特性を明らかにすることが必要である．経験的グリー

ン関数法を用いた地震動シミュレーションでは高周波数領域において観測記録より過大評価される事例が報告さ

れている［例えば，釜江・入倉(1997)，池田・ほか(2002)］．そこで本検討では，1995 年兵庫県南部地震のシミュ

レーションを行ない，大地震記録に見られる高周波数領域におけるスペクトル減衰特性を検討する． 

 

２）解析概要 

地震動シミュレーションは統計的グリーン関数法を用いて行う．このとき，中小地震の観測記録から求めたサ

イト増幅特性を考慮する．したがって，高周波数領域におけるスペクトル特性が中小地震と大地震で同じであれば，

この領域において観測記録と整合し，シミュレーション結果を補正する必要はない．一方，スペクトル特性が中小

地震と大地震で異なれば観測記録とは整合せず，シミュレーション結果に何らかの補正をする必要がある．ここで

は，補正の必要性の有無を検討した後，必要と判断されれば，Boore(1983)による高域遮断フィルターと同じフィ

ルター形状を用い，その係数である f0 および sの適切な値を試行錯誤的に求める． 

1995 年兵庫県南部地震の震源モデルとして，釜江・入倉(1997)によるモデルを用いた．これらのモデルは経験

的グリーン関数法を用いて比較的高周波数領域までを対象とした解析で得られたモデルである．解析対象地点は風

化岩および洪積層上の観測点＜ABN，CHY，SKI，TDO の 4 地点＞であり，そのサイト増幅特性は鶴来・ほか(2002)

により得られている． 

 

３）解析結果 

適切と思われる f0 および s の値は以下の通りとなった． 

ABN ＜f0：11～12Hz，s：0.5 程度＞ 

CHY ＜f0：10～11Hz，s：0.5 程度＞ 

SKI ＜f0：8～9Hz，s：1.0 程度＞ 

TDO ＜f0：8～9Hz，s：0.5 程度＞ 

これら 4 地点に対して共通の f0 および s の組合せで観測記録が説明できるかどうかを検討した結果，f0=8Hz，

s=1.0 の組合せで概ね説明できることが明らかとなった．なお，ここで得られたフィルターは大地震と中小地震の

高周波数領域におけるスペクトル特性の違いを補正するためのフィルターである．したがって，経験的グリーン関

数法による地震動予測および中小地震の観測記録から評価したサイト増幅特性を用いた統計的グリーン関数法に

よる地震動予測に対し適用可能である．統計的グリーン関数法の適用に際し，サイト増幅特性の評価を中小地震記

録ではなく，例えば地盤モデルから評価する場合などは，大地震の観測記録から直接求めた高域遮断フィルター［た

とえば，香川・ほか(2003)］を用いるのが望ましい． 
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